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埋 文 ア ラ カ ル ト 

● 第2巻（香取・海匝・印旛） 　  定価1,500円 

Ａ４版276頁オールカラー 

Ａ４版292頁オールカラー 

● 第3巻（東　・京葉・君津・山武）定価1,500円 

好評発売中 

残部僅少 

● 第1巻 （安房・夷隅・長生） 

定価1,400円 
Ａ４版238頁オールカラー 

　県内の埋蔵文化財を調査する法人で組織される「千葉

県文化財法人連絡協議会」では、調査成果を広く県民の皆

様にご紹介するため、今年度も「千葉県遺跡調査研究発表

会」を開催いたします。 

　なお、当日は発表遺跡に関する出土遺物の展示や報告

書等の販売も行います。参加希望の方は、当日会場へ直接

お越し下さい。参加費は無料です。 

県内に所在する国や千葉県が 
指定・登録した文化財のガイドマップ！ 
文化財の所在地を訪ねるのに便利な交通案内地図入り 
＊申し込み冊数によって送料・送付方法が変わりますので、
　事前にお問い合わせ下さい。 
　 

　財団法人千葉県文化財センター　資料課 
　電話０４３－４２２－８８１１（代） 

お近くの博物館でも販売中！ 

県立上総博物館　　　県立安房博物館　　県立総南博物館

県立大利根博物館　　県立房総のむら　　県立中央博物館

県立美術館　　　　　県立関宿城博物館 

 

『ふさの国の文化財総覧』 

内　容 

問い合せ先 

待望の第2巻、第3巻発売開始！！ 

第2巻 

第3巻 

平成１８年１月２２日（日） 

１０：００～１５：２０ 

千葉市文化センター 

（千葉市中央区2-5-1ツインビル２号館） 

３階アートホール（研究発表会） 

５階市民サロン（展示会場） 

ＪＲ総武本線「千葉駅」下車徒歩１０分 

京成千葉線「千葉中央駅」下車徒歩１０分 

【午前の部】 １０:１０～１１：４０ 

【午後の部】 １３:００～１５：２０ 

日　　　時 

 

会　　　場 

 

 

 

交　　　通 

 

研究発表会 

 

詳細が決まり次第、ホームページなどでお知らせします。 

お知らせ 
コーナー 

のお知らせ 
「千葉県遺跡調査研究発表会」

埋文 
レポート 

　千葉県文化財センターでは、調査のようすや最新の成果

を広く県民の皆さんに見ていただくため、年に数回、各地で

現地説明会を開催しています。 

　今年度の第1回目の説明会は、5月28日に柏市大松遺跡で

行いました。大松遺跡は北に筑波山を望む、利根川沿岸の水

田地帯を見下ろす台地上にあります。8月24日に開通したつ

くばエクスプレスの、『柏たなか駅』の北側にあたります。 

　当日は今年度の調査で見つかった縄文時代前期（約6,000

年前）の集落についての詳しい説明のほか、これまでに出土

した遺物の展示解説も行い、初夏の強い陽射しのなか400人

をこえる方々にご参加いただきました。 

　現在、四街道市にある千葉県文化財センターの本部では、大松遺跡でこれまでに見

つかった遺物の整理作業が進行中です。 

　旧石器時代では、約27,000～20,000年前のナイフ形石器の製作跡が22か所見つ

かっています。なかには、メノウ（宝石にもなるきれいな石）で作った石器もあります。 

　また縄文時代中期（約4,500年前）の竪穴住居跡100軒以上、食料貯蔵用の穴300個

以上が直径120ｍの環のように並ぶムラも見つかっています。大量に掘り出された縄

文土器には、中部地方の山間部のものや北関東のもの、利根川の下流や霞ヶ浦周辺の

ものなどがあり、大松遺跡が文化交流の交差点だったことがわかります。 

おおまつ 

つく ば  さん 

たてあなじゅうきょあと ちょぞう 

わ 

表紙の説明表紙の説明 表紙の説明表紙の説明 表紙の説明 表紙の説明 
　千葉市中野台遺跡で出土した弥生時代中期の壺です。中央の壺には東北地方の、左の壺には相模

地方の影響が強く感じられます。背景は、中野台遺跡のある千葉寺地区から東京湾を望む写真です。 

なか   の  だい 

えいきょう ち　 ば  でら 

さ  がみ つぼ 

かすみがうら 

石器を作るのに使われたメノウ 



旧　石　器　時　代 縄　　文　　時　　代 弥　生　時　代 古墳時代 

古　　代 中　　世 近　世 近・現代 

飛鳥時代 奈良時代 安土・桃山時代 大正 

平安時代 鎌倉時代 室町時代 江戸時代 明
治 

昭
和 

平
成 

AD（紀元後） BC（紀元前） 

約12,000年前 約2,300年前 約1,700年前 794710 1,3331,192 1,573 1,603 1,868

ぼう　   すい　  しゃ  

印西市船尾白幡遺跡出土 
（弥生後期） 

印西市松崎Ⅳ遺跡出土 
（弥生後期） 

  私たちが生活するうえで「衣・食・住」の確保は、

必要最低限の条件です。紡錘車は中心の孔に心

棒を通して糸を紡いだ道具で、衣類づくりのお

おもとを担いました。写真は最近出土した弥生

後期のもので、文様がつけられています。縄文時

代の紡錘車は土器片を再利用したものが主でし

たが、弥生時代には専用の製品となります。これ

らの土製紡錘車は、利根川下流域から霞ヶ浦周

辺にかけての遺跡から大量に出土することから、

この一帯で糸や布が盛んにつくられたようです。 

ぼう すい しゃ あな しん 

つむ 

にな 

ぼう 

もん よう 

かすみ  が  うら 

　今年の巡回展の中から今回は、旧石器

時代の石器の材料となった石の流通の

ようすをご紹介します。房総半島では、

さまざまな地域から石材が運び込まれ

ていて、それらを研究することで、当時

の人びとの動きを探ることができます。 

　鎌ケ谷市五本松No.3遺跡からは、約27,000年前の石

器を作ったあとが発見されました。そこに残された黒曜

石の破片をパズルのように貼り合わせると、約15cm×

10cmのたまご形のかたまりになります。 

　分析の結果、これは栃木県からもたらされたというこ

とが明らかになりました。このパズルの中で、発見されな

かった石の破片は、槍の先やナイフなどに加工されて使

われたのでしょう。 

開催中 鎌ケ谷市五本松No.3遺跡 

千葉県立大利根博物館
10478-56-0101

平成17年7月9日（土）～7月31日（日）

会場・期間

千葉県立関宿城博物館
104-7196-1400

平成17年8月4日（木）～8月31日（水）

千葉県立房総のむら
10476-95-3333

平成17年9月4日（日）～9月25日（日）

千葉県立安房博物館
10470-22-8608

平成17年10月1日（土）～10月30日（日）

芝山町立芝山古墳・はにわ博物館
10479-77-1828

平成17年11月3日（木）～12月4日（日）

千葉県立上総博物館
10438-23-0011

平成17年12月10日（土）～平成18年1月22日（日）

千葉県立中央博物館
1043-265-3111

平成18年2月4日（土）～3月2日（木）
「発掘された日本列島展2005」と同時開催

終了し
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終了し
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りゅうつう 

ご　ほん まつ 

せき 

ぶん せき 

は あ 

こく よう 

やり 

　今回の「遺跡今昔」コーナーは、当センターでごく最近報告した、あるいは現在整理作

業中というホットな遺跡の中から、房総の弥生時代について少しご紹介します。弥生時代

というと西日本中心と思われがちですが、意外と身近に遺跡があるんですよ！ 

　弥生時代の関東地方は、神奈川県を中心とした南西部と、栃木県や茨城県などの北東

部で、ようすがかなり異なります。例えば、南西部では「環濠集落」と「方形周溝墓」が多く

見られますが、北東部ではこう

した遺構はありません。房総半

島は、この二つの地域の中間に

あたり、南北の文化が接触し、混

ざり合って、いわば弥生時代の「文

化の十字路」となっていました。

房総半島は南北に長く、場所に

よって影響の

受け方が異な

るため、同じ県

内でもさまざ

まな様相が見

られます。 

特集  
近年報告の 
成果から 

②印旛沼南岸の土器（弥生後期）〔八千代市道地遺跡〕 
　北と南の土器が一緒に出土しています。両方の要素を 
　あわせ持つ「折衷土器」も出土しています。 

どう  ち 

せっちゅう  ど　き 

③並んでつくられた方形周溝墓〔市原市中潤ヶ広遺跡〕 
　溝で四方を区切ったお墓です。この遺跡では住居跡 
　とセットで見つかりました。 

なか うる  が  ひろ 

①印旛沼北岸の土器（弥生後期）〔印西市船尾白幡遺跡〕 
　壺の文様には、北の茨城県側の土器と共通する特徴が 
　見られます。 

ふな  お  しら  はた いん  ば 

⑤房総半島南部の土器（弥生中期）〔君津市常代遺跡〕 
　南西関東的な土器の良好なセットです。人びとが東京湾を 
　はさんで盛んに行き来した結果かもしれません。 

とこ しろ 

①：2004年刊行　千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅥ－印西市船尾白幡遺跡－（第477集） 
②：2004年刊行　船橋印西線埋蔵文化財調査報告書2－八千代市道地遺跡－（第464集） 
③：今年度末報告書刊行予定 
④：今年度末報告書刊行予定 
⑤：2004年刊行　国道127号埋蔵文化財調査報告書－君津市常代遺跡六反免地区ほか－（第493集） 
表紙：今年度末報告書刊行予定 
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市原市 
中潤ヶ広遺跡 

柏市 
大松遺跡 

八千代市 
道地遺跡 

鎌ケ谷市 
五本松No.3 
遺跡 

君津市 
鹿島台・常代 

遺跡 

千葉市 
中野台遺跡 

印西市 
船尾白幡・松崎Ⅳ 
遺跡 


